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CRT栃木放送『開倫塾の時間』 2013年 12月 28日(土)放送速記録

学力向上の基本は自覚をもって勉強すること

開倫塾

塾長 林 明夫

１．おはようございます。開倫塾塾長の林明夫です。今朝も「開倫塾の時間」をお聴きいただき、あ

りがとうございます。

２．年の瀬が押し迫りましたが、放送をお聴きの皆さんはお元気にお過ごしのことと思います。この

「開倫塾の時間」も今年最後の放送になりましたので、今日はこれまでのまとめのお話を少しさせ

ていただき、また来年 1月の放送に向かわせていただきたいと思います。

３．今日のテーマは、「学力向上の基本とは何か」です。私が皆さんに最もお伝えしたいことは、学

力向上の一番の基本は「自覚をもって勉強する」ことだということです。ものごとを行うときには、

自覚をもつことが大事です。仕事も自覚をもってする、勉強をする場合も自覚をもってすることだ

と思います。特に、受験勉強をする場合には受験生としての自覚をもつことが一番大事であると思

います。来年の 1月になりますと、高校、大学、私立中学校、中高一貫校などいろいろなところで

入学試験があります。ですから、受験を控えた方は受験生としての自覚をもって勉強することをお

勧めします。もちろん、受験学年以外の方も自覚をもつことが大事です。

４．自覚とは何かというと、自分のいる位置を知ることです。具体的には、自分の現在置かれている

立場で自分の実力をよく知ること・自分の能力をよく知ること・自分の価値(大切さ)を知ること・

自分の義務を知ることです。もう少しレベルを上げると、自分の社会的な使命を自分自身でよく知

り、悟り、はっきりと認識することだと思います。自覚をもって勉強するとはどういうことかとい

うと、自分の立場をよく知って明確な目的をもって学習することだと思います。具体的には、何の

ために進学をするのか、進学した学校で何のために勉強するのかを認識することが大事ではないか

と思います。また、社会に出てからどのような生活をしたいのか、もっというと、社会に出てから

自分のため・家族のため・さらには社会のためにどのような活動をしたいのかということを認識す

ることも、自覚を深めるためには大切なことだと思います。

５．受験勉強をするときに、ただ単に目の前の試験に合格さえすればいいんだということで勉強して

しまうと、それが目的になってしまいます。実際に合格できると目的がなくなってしまいますので、

学校生活をだらだらと過ごしてしまうことになります。ですから、例えば高校入試を受験する皆さ

んは高校入試に合格することのみを目的としないで、勉強するための 1 つの手段だと考えていただ

ければと思います。また、大学進学を目指している方は大学入試に合格することだけを目的としな

いで、大学でこんな生活がしたい・あんな勉強がしたい・こんな活動がしたいということを考え、

それを目的にして勉強していただきたいと思います。そのようなことが自覚をしながら受験勉強す
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ることに通じると思います。

６．では、自覚をするにはどうしたらよいか。難しいことですが、それは自分自身をよく知ること・

世の中のことをよく知ることだと思います。自分自身をよく知るために私が一番お勧めしたいのは、

学校の教科書に出ているような素晴らしい本をじっくりと読むことです。そして、その作者と対話

することが大事ではないかと思います。私は、古典の「論語」が好きでよく読みます。「論語」は、

孔子の教えを弟子たちがまとめた本で、今から 2500 年ぐらい前に書かれたものです。「論語」を通

じて孔子のことばを知り、いろいろなことについて孔子と対話をすることが古典を読む一つの意味

だと思います。つまり、古典の著者や古典をまとめた方々と人生の一つの問題について対話をする、

時空を超えた対話をする、これが自分自身をよく知る上で大事であると思います。ですから、本を

じっくりと読んで自分自身をよく知る。そして、自分自身の人生を考える。家族や社会のことも考

える。このようなことをすると、自覚が深まると思います。

７．自覚が深まるとどのようなよい点があるか。勉強をしなければならない目的がはっきりしますの

で、長時間勉強してもあまり苦にならなくなります。受験勉強をはじめとする様々な勉強では、1

つ内容を身に着けるためには大変に長い時間がかかります。長時間の勉強が辛いのは、目的がない

というか、自覚が足りないからです。目的がはっきりとしていれば、長時間の勉強は楽しくはあっ

ても、苦しいことはありません。是非、自覚をもって勉強してください。

８．また、自覚をもてばもつほど勉強の仕方を工夫するようになります。自覚が全くないと勉強の仕

方を工夫しませんので、成果も出ません。自覚をもてばもつほど、受験勉強や普段の勉強をすると

きに長時間勉強しても苦にならない、かえって楽しみとなることがあります。すると、勉強の仕方

も工夫するようになり、学力が非常に身に着きます。ですから、今年の最後に私がお伝えしたいの

は、自覚をもって勉強してもらたいということになるのです。

９．高校入試に臨む皆さんは、来週の 1月 5日ぐらいから私立高校の学業特待試験が始まりますので、

本当に大変な状況になります。また、大学入試を受ける皆さんは、1 月中旬に大学入試センター試

験があり、とても大変です。そこで、できれば自分の人生の目的を明確に定めた上で、受験を捉え

ていただければと思います。ただ単に高校に受かろう・大学に受かろうということでは、なかなか

よいエネルギーが出ません。一生懸命に勉強するときにはエネルギーが必要ですので、エネルギー

を得るために受験生としての自覚をもってこれからの何日間を過ごし、受験当日を迎えていただけ

ればと思います。

10．「開倫塾の時間」を 1 年間聴いていただきましてありがとうございました。皆さんがよいお年を

お迎えになりますよう、心からお祈り申し上げます。どうもありがとうございました。


